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車椅子から衛生陶器 (便器 ) への移乗を助けます。
衛生陶器に対して車いすでアプローチしやすい位置にあります。立位サポートを軸に身体の向きを変えて使用します。
立った状態では、握り手や胸あてにもたれかかる事で、両手が自由になり、下衣の上げ下げが楽にできます。
立ち上がる時には、身体を握り手に引き寄せるように使用する事で、安定した動作が可能になりました。

特許出願中

意匠登録済

35
0

420～480(20mmピッチ )

レストハンド RS-1  K 型／ Y型

01
h a n d r a i l

胸あての上部から床まで、1080mmに
設置します。
この位置は様々な身長に対応できる
理想的な寸法です。

材質

握 り 手

ベ ー ス
ポ ス ト

胸 あ て

:

:
:

:

< 表層 >半硬質樹脂 ( 抗ウイルス )＋軟質樹脂二層成形
<芯材 >ステンレス鋼管
スチール鋼管 ポリエステル粉体塗装
スチールタイプ：スチール +粉体塗装（ホワイト）
ステンレスタイプ：ステンレス
発泡ウレタン ( 抗菌仕様 )

参考レイアウト (車いす利用 )

握り手を掴んで身体を引き起こして使います。

介助が必要な場合でも介助者の負担を減らせます。

130°

1 2 3 4

5

握り手を掴んで身体を引き起こすように
車椅子から立ち上がります。

立位サポートにもたれかかり、姿勢を安
定させてから下衣を下ろします。

握り手を掴んで便座に座ります。握り手
は弓なり形状で、手を滑らせながら使う
事もできます。

再び握り手を掴んで、便座から立ち上が
ります。

立位サポートにもたれかかり姿勢を安定
させます。下衣を上げます。 6 車椅子へ座ります。身体の向きを殆ど変

える事なく立ち座りができます。
身長や体格によって、どの位置を掴んでも使いやすい設計です。

利用者を胸あてにもたれさせれば、介助者は後方介助のみで介助できます。

https://youtu.be/RiwMrhrJm9E
上映している動画をスマートフォンで見る事ができます。

写真はレストハンドと組み合わせた使用例です。
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約110°

便座の先端から握り手の芯までの
距離を 350mmに設定します。
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胸あて

握り手

ベース
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ポストタイプもあります。
RS-1 Y 型

立位サポート

※ポストはステンレスとスチール
があり、本図はスチールタイプ
（ホワイト）を示す。

※本図は右勝手に施工した場合です。
反対側の壁にも取り付け可能です。
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衛生陶器 (便器 ) に座ってひとりでは姿勢を保つ事が難しい方、介助を必要とされる方に使っていただきたい
座位姿勢の保持をサポートする新型手すりです。

使い方はとてもシンプル。可変式で排便に適切な角度がつくれます。
自立したトイレを可能にし、使用者のプライバシーの確保、介助者の負担軽減に貢献します。

特許出願中

意匠登録済

02
h a n d r a i l

筋力の衰えたお年寄りや身体に麻痺がある方でも安心してトイレを利用できます。

業界初の画期的な角度調整機能。

1 2 3 4

5 6 7 8

利用者を便座に座らせ、背もたれにもたれ
させます。

胸あてアームロックを解除して、胸あてを
倒します。

利用者を胸あてに寄りかからせます。 レバーを引き上げて、サポートフレームを
前に倒します。

利用者の排便しやすいお好みの角度に前
屈させます。(5度ピッチ最大30度でロッ
クできます )

排便が済んだらさらに前屈させます。お尻
と便座の間に隙間ができるので、お尻のケ
アを行います。

サポートフレームは垂直から 5度ピッチずつ角度をロックできます。最大角度は30度。
レバーを引いてロックを解除し、利用者のお好みの角度に前屈させて使用してください。
垂直に戻す時はレバーを引く必要はありません。

サポートフレームごと体を引き起こしま
す。利用者は楽に上体を起こせます。

胸あてを跳ね上げて車椅子へ。

サポートが「拘束」にならない工夫

サポートフレームと胸あては、トイレ利用者が自ら元の位置に戻す事ができます。拘束し身体を完
全に固定するものではありませんので、寝たきりの方や、行動が予測できない認知症の方は対象外
です。また、介助者はその場を離れず見守りをお願いします。

https://youtu.be/LN379i1fSas
上映している動画をスマートフォンで見る事ができます。

レバーの位置により、右勝手・左勝手があります。
本図は右勝手タイプです。

写真は開発中のものです。最終的なデザインと異なります。

レストハンドZS-1
座位サポート
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30度（5度ピッチ）

胸あて

肩あて

レバー

背あて

胸あてアームロック

ベース

サポートフレーム

材質

サポートフレーム

ベ ー ス
胸・背・肩 あ て
レ バ ー
胸あてアームロック

:

:
:
:
:

< 表層 >半硬質樹脂 ( 抗菌剤入り )
                  　　　　　＋軟質樹脂二層成形
<芯材 >ステンレス鋼管
スチール鋼管 ポリエステル粉体塗装
発泡ウレタン ( 抗菌仕様 )
樹脂成形品
アルミニウム アクリル焼付塗装

納品時の肩あてには標準クッションが装着されています。同梱
品として厚クッションが2個付属されています。

標準クッション厚クッション

33
0

標準クッション使用時　W500
厚クッション使用時　W430

肩あて

利用者に合わせて幅を調整。

肩あては付属の厚クッションと交換
することで幅を変更できます。

肩あて
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衛生陶器への移乗時に、水平方向に可動するボードを使用することで、動作が安定します。
また、着座時に前傾姿勢を保持することもできます。

レストハンド [FS・FSI]

03
h a n d r a i l

サ ポ ー ト 手 す り Q & A

材質

ボ ー ド
本 体・ア ー ム
ブラケットカバー
解 除 レ バ ー
回 旋 棒

:
:
:
:
:

発砲ウレタン
スチール（アクリル焼付塗装）
樹脂成型品
POM（グレー）
〈表層材〉半硬質樹脂（抗ウイルス剤入）+
　　　　　　　　　　　　　　軟質樹脂二層成形
〈芯材〉ステンレス鋼管φ27.2×ｔ1.5mm

浴室内での使用はできません。注意

RS－1／ZS－1向け

立位サポートRS-1 座位サポートZS-1

利用する施設に制約はありますか？

介護または看護スタッフが常駐している施設（病院、養護施設、
高齢者施設など）を推奨します。

Q

A

介護者の負担が増えることはありませんか？

立位サポートは要介護者をもたれ掛けさせることで、前方で
体を支える負担が軽減されます。
座位サポートはクッションにもたれ掛けることにより、座り姿
勢を支える負担が軽減されます。

Q

A

介護保険は適用できるのですか？

施設に施工するパブリック向け製品であるため介護保険は
適用されません。

Q

A

製品に関する規格はありますか？

日本産業規格「福祉用具―固定形手すり（JIS T9282）」に
対応しています。

Q

A

どんな利用者を想定していますか？

足腰の弱った高齢者、片麻痺発症者、車いす利用者などの
立位が不自由な方と、移乗が困難な方を対象としています。

Q

A

体重制限はありますか？

最大使用者体重を100ｋｇとしています。

Q

A

使い方をもう少し詳しく知りたいです。

各ページ右下のＱＲコードから動画サイトにアクセスすること
で使用例を動画で見ることができます。

Q

A

膝折れが懸念される患者様にも利用できますか？

膝折れの可能性がある方には使用できません。安全のため
手すりを使わずに介護は二人で行ってください。

Q

A

どのようなトイレに設置できるのですか？

車いす利用者が使用するトイレに設置します。便器の位置（向
き）に合わせて勝手違いのタイプが選択できます。右麻痺発
症者用（便器に向かっての右側の壁に取り付けるタイプ）には
タイプＲ、左麻痺発症者用（便器に向かっての左側の壁に
取り付けるタイプ）はタイプＬを選択してください。

Q

A

便器の先端の位置で手すりの設置位置が決まります（参考レ
イアウト参照）。
推奨高さに設置することで、140㎝から180 ㎝ぐらいまでの
身長差をカバーします。

設置する手すりの位置はどのように
決めるのですか？

Q

A

壁下地には特別な補強が必要です（納まり図参照）。補強が
できない場合は、床にアンカーで固定できるポストタイプを
推奨します（左右勝手共通）。

壁の補強は必要ですか？　Q

A

立位サポートが立ち座りの動作を補助するのでL型の手すりは
あえて設ける必要はありません。

L 型の手すりは必要ですか？Q

A

他の手すりとの併用は必要ですか？

壁がない方向に利用者が倒れないように縦可動手すり、
または肘掛手すりの併用を推奨します。

Q

A

誰でも使い方がわかるものですか？

使い方がわかる使用説明表示シールを同梱しています。
見やすい場所に貼るようにしてください。

Q

A

水平可動式前方ボード

施工時にスイング方向を選べます。

50°

40°

50°40°

右スイング
（右勝手）

左スイング
（左勝手）

FS

FSI （回旋棒付き）

注）回旋棒は、通常の縦手すり推奨位置※よりも便器寄
りに位置しますが、使用する方によっては縦手すり
としてもご利用いただけます。

150

便座上面便座上面

18
8

25
0

120120

愛の手NS 縦手すり
（手すり総合カタログ参照）

250程度※

【縦手すり推奨位置設置例】
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②③の位置でロックが
掛かります。
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やさしさと安心を たしかな技術で支えます。

レストハンドRS-1 （立位サポート）
レストハンドZS-1（座位サポート）
レストハンド FS（水平可動式前方ボード）

サポート手すり

お問い合わせ先

Tel.86-21-64432119
Tel.86-756-7715166

Fax.86-21-64430237
Fax.86-756-7715133

上 海 事 務 所 Room 1017, Pine City Hotel Shanghai, 777 Zao Jia Bang Road, Shanghai, China
500 Yue Feng Road, Nanshui Town, Zhuhai, Guangdong, China

納咖（珠海）建材有限公司
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取扱品目／住宅関連製品

担当品目／関西地区 改修工事
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